
2025年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL30625A09）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ボリビア G183 幼児教育 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2025/3 ・2026/1 ・

2026/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

サン・ロレンソ孤児院
NGO

3）任地（ サンタクルス県サンタクルス市 ） JICA事務所の所在地（ ラパス県ラパス市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+ﾊﾞｽ で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1996年に設立されたカトリック教会系の施設で、0歳～10歳程度(常時約60名程度)までの育児放棄や暴力から子どもの
保護を行う孤児院。年齢ごとに居住部屋があり、食堂や看護室、医薬品(寄贈)保管庫、及び歯科治療室(寄贈)が設置され
ている。寄付(資金、物品)に加え、サンタクルス県から子どもの人数に応じて補助を受けて運営している。年間予算は
約10万ドル。
過去に短期から1年程度の海外からの民間ボランティアの受け入れも行っていた。2024年8月まで、JICA海外協力隊(看
護師)が活動していた。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同施設は、子どもたちの発達段階を重要視し、総合的な観点から教育及び健康での支援等を行っており、現在就学前教
育分野にも力を入れようとしている。しかし、子どもと接する児童指導員や看護師などの施設スタッフの知識向上機会
が少ないため、知識が不足する面が見られる。そのため、JICA海外協力隊と共に活動することで、しつけや幼児期にお
ける読書の重要性、個別のケアに関する知識の向上を図ることを計画している。現在看護師隊員が衛生・健康管理につ
いて指導しているが、保健・医療分野だけでなく、教育的観点から子どもへの情操教育や生活支援も期待され、本要請
に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚と協力しながら主に以下の活動を行う。
1.子どもへの規律に関する指導および同僚への提案・指導。
2.子どもたちが絵本等に親しめるよう、同僚とともに働きかけ方を考える。
3.個々の子どもに対するセルフケアの重要性とその価値を指導する。
4.幼児教育に対する知識や経験を同僚へオリエンテーションし、研修を計画・実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

執務室(印刷機など使用可能)

4）配属先同僚及び活動対象者

児童指導員15名(経験年数 1-20年)、ソーシャルワーカー1名、小児科医1名、看護師6名、その他施設スタッフ

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


活動対象者:
0～10歳程度までの子ども(60名前後)
児童指導員(30～60歳代 女性)

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（保育士）

[性別]：（女性）　備考：配属先の希望

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：同僚への指導も含
まれるため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（20～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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